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研究成果の概要（和文）：本研究は、女性軍属の手紙や日記を発見、これらをその背後の地域占領の歴史と組み
合わせてテキスト分析することで、占領期をめぐる思想・文化研究としての研究に女性の民主化というテーマを
組み込んだ。
この結果、これらのテキスト群が性差や階層差、人種論的言説などを含めた異文化接触の産物であると同時に、
冷戦が進行するなかでの「民主化」政策の変容に対応した言説であることを明らかにした。加えて写真やポスタ
ー、音声インタビューなど従来の公文書枠にとらわれない多様性を持つ史料群にも着目することで、女性の民主
化という主題が置かれた政治力学、地政学的磁場の交差性という論点を抽出した。

研究成果の概要（英文）：This research incorporated the theme of women's democratization into a study
 for Occupied Japan as a study of ideas and culture by finding letters and diaries of female 
servicemen and combining these with the history of occupation in the region behind them for textual 
analysis. The study revealed that these groups of texts are the product of cross-cultural contact, 
including gender, class, and racist discourses, as well as discourses that responded to the changing
 nature of “democratization” policies in the context of the ongoing Cold War.

研究分野： 日本文化史
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
研究成果としては、初年度での学術講演会、学際的な学会での定例例会報告、海外提携校と本務校主催による英
語での国際シンポジウムでの英語報告等、専門研究者間での口頭報告やそれらを反映した論考、査読論考、共著
の分担執筆に加え、次第に規制が緩和されるなか、国内での新たな取り組みとして、他大学研究所等の公開性の
あるレク チャー企画や歴史展示、最終年度での海外報告など、社会に開かれた研究成果に加え、コロナ明け
早々での対面国際学会・研究会報告等が実現し、今後につながる実績となった。占領期という時代を改めて女性
の民主化という観点から文化史思想史的に論じることの社会的意義は高いと考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

 

占領期研究は従来の国家間の関係性としてではなく、地域占領という新たな捉え方、様々な史料

群への注目と研究蓄積が重ねられるも、戦後思想史の柱の一つでもある「女性の民主化」という

観点をめぐっては深められておらず、地域占領に関わるアクターとしての女性の動きと他方、占

領初期の女性政策とを総合的に捉え、明らかにすべく課題を設定した。 

 

２．研究の目的 

 

本研究は、占領期の重層的な権力の磁場と主体形成との関わりをめぐる研究を土台に、占領期研

究のなかの、特に「女性」と民主化をめぐる問題系に焦点をあてることで、占領政策に関わる地

域の女性軍属・女性政策に内在する異文化接触と相互交流の動態を見出し、戦後像の再検討に伴

う戦後民主主義の問い直しという課題と接続させることを目的とする。 

 

 

３．研究の方法 

占領軍の軍人・軍属が残した占領期日本をめぐるテキストとして特に、軍属の女性たちの日本占

領に関わる手紙や旅行記等をエゴ・ドキュメントとしてとらえる視点に立つ一方、 

占領初期に展開された女性政策とその記録の存在に着目し、二つの史料群を読み解く。 

 

 

４．研究成果 

 

具体的には本研究は、女性軍属の手紙や日記を発見、これらをその背後の地域占領の歴史と組み

合わせてテキスト分析することで、占領期をめぐる思想・文化研究としての研究に女性の民主化

というテーマを組み込んだ。この結果、これらのテキスト群が性差や階層差、人種論的言説など

を含めた異文化接触の産物であると同時に、冷戦が進行するなかでの「民主化」政策の変容に対

応した言説であることを明らかにした。加えて写真やポスター、音声インタビューなど従来の公

文書枠にとらわれない多様性を持つ史料群にも着目することで、女性の民主化という主題が置

かれた政治力学、地政学的磁場の交差性という論点を抽出した。 

このような作業を通じて本研究では、日米という大きな主語間に限定されがちな占領期像をめ

ぐって、これらを地域文化史研究の素材としてそのローカリティをあわせて位置付けることで、

大文字の異文化表象分析にとどまらず、ローカリティに関わるアクターとその可能性に注目す

る必要性を設定した。さらにこうしたこれらの観点から具体的にはエゴドキュメントを思想史

研究として読み解く方法論として、地域占領をになった女性軍属という、本国とは異なる自身の

特権性に意識的な女性の書き手に焦点をあわせることで、ジェンダー射程に加え、軍隊文化や性



差、階級差、旧植民地出身者などマイノリティの存在に敏感な書き手たちの「視線」のありよう

を構造として明らかにする一方、参照系として同時代の労働省婦人少年局の、特に地方職員室か

ら発せられる、中央での女性政策の展開およびその思想性などについての言及を重ね、地方職員

室の存在や活動を掘り起こすとともに、比較の枠組みの有効性を明らかにした。 
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